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１．研究計画の概要 
 バラ科サクラ属果樹の多くは配偶体型自

家不和合性を示し，このことが栽培や育種を

行う上で大きな障壁となっている．我々は，

サクラ属果樹における自家不和合性の分子

機構を解明し，得られた知見を園芸・育種学

的に利用しようとして研究を進めてきた．こ

れまでに，雌ずい S 遺伝子の S-RNase を同

定し，さらに DNA分析による S遺伝子型の

判別法の開発にも成功している．また

S-RNaseの同定後は，花粉 S遺伝子である S
ハプロタイプ特異的 F-boxタンパク質遺伝子

（SFB）のクローニングにも成功した．本研

究は，申請者等が長年にわたって続けてきた，

サクラ属の示す S-RNase 依存性配偶体型自

家不和合性に関する研究をさらに発展させ

るために立案されたものであり，バラ科にお

いて未同定の自家不和合性共通因子の同定

を試みるとともに，サクラ属の自家不和合性

における自己非自己認識の分子機構の全体

像を明らかにし，得られた知見を園芸・育種

学的に利用しようとするものである． 
 
２．研究の進捗状況 
（１）SFBと相互作用するタンパク質の解析 
 F-box 遺伝子である SFB と相互作用して，

SCF コンプレックスを作ると考えられる

skp1 お よ び cullin を candidate gene 
approach によりクローニングした．これら

遺伝子がコードするタンパク質間の相互作

用を yeast two hybrid法により確認した．ま

たクローニングした遺伝子より組み換えタ

ンパク質を作製し，immunocoprecipitation
法や pulldown 法によって，因子間相互作用

を確認した． 
（２）S-RNaseと相互作用するタンパク質の

解析 
 不和合性共通因子であり，S-RNaseと相互

作用する花粉タンパク質を yeast two hybrid
法 に よ り ク ロ ー ニ ン グ し た ． 現 在 ，

immunocoprecipitation 法により，このタン

パク質と S-RNase が相互作用することを確

認している． 
（３）共通因子変異体の解析 
 共通因子が変異したために自家和合化し

ていることが知られている甘果オウトウの

クリストバリーナから，共通因子をポジショ

ナルクローニングするために，ゲノム配列お

よび発現配列の大量解析を行っている．また

同時に，アンズにおける不和合性共通因子の

解析も進めた． 
（４）形質転換実験 
 バラ科サクラ属植物の形質転換は非常に

困難である．サクラ属の不和合性認識機構を

解明するためには形質転換実験が必要不可

欠である．そこでアグロバクテリウム法およ

びウィルスベクターによるサクラ属の形質

転換について検討し，形質転換体を得ること

に成功した． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
 サクラ属の自家不和合性における自己非

自己認識の分子機構の全体像を解明するに

はまだ検討事項がかなり多く残っているが，

雌ずい側因子である S-RNase や花粉側因子

である SFB と相互作用するタンパク質をい

くつかクローニングすることに成功してお

り，またその解析が進んでいる．さらにサク

ラ属植物の形質転換も可能になっているこ

とから，おおむね順調な進展をしていると判

断した． 
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４．今後の研究の推進方策 

 今後はこれまでに得られたデータを論文

としてとりまとめて発表するために必要な

補足データを得るための実験を行う予定で

ある．また，これまでに得たデータをさらに

吟味して，バラ科サクラ属における自己非自

己認識を説明するための作業仮説を構築す

る． 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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